
自分の思いや考えを表現し課題解決しようとする（語り場 学び場 麻生中）

～３学期始業式～
１月８日（木）各学年の代表生徒が新年の抱負を発表しました。 （一部抜粋）

○ １年生代表生徒～勉強での目標は苦手教科を克服し得意な教科を伸ばすことです。部活動ではこれ
まで以上に集中し課題を克服し団体戦においても貢献していきたいです。学校生活では２学期の学級委
員として先のこと考え、積極的に行動してきたことを生かし、苦手を克服し自分からチャレンジする３学期
にしたいです。

○ ２学年代表生徒～勉強と部活動に全力で取り組み、悔いの無い３学期にしたいです。１日１日を大切
にし、習ったことをそのままにせず、復習していきたいです。部活動では、最後まであきらめず声を出しチ
ームを支えられるようにしたいです。まとめの３学期は特に時間、ルール、感謝の気持ちを大切にし成長を
感じられるよう努力したいです。

○ ３学年代表生徒～受験は人生の分かれ道であり、簡単ではありませんが努力次第で合格に近づくこ
とができます。苦手を少なくすることが大切です。冬休み中に行ったこれまでの学習を振り返り、苦手教
科や単元を分析し克服する努力をこれから行っていきたいです。また、クラスメートや先生方にも協力し
てもらい学習内容の理解を深めていきたいです。そして、体調管理に向けて、睡眠時間をしっかりと確保
していきたいです。

＜学校長式辞＞ （一部抜粋）
３学期は進学・進級に向けて大切な準備期間となります。
私達は、これまで自分の思いや考えをよりよく表現し課題解決をするために「聴き合う関係性」づくり

をしてきました。「どんなつたない不確実であいまいな言葉さえも聴き合い、つなぎ、もどしながら課題
解決をしようと努めてきました。不安なこと心配なこと、悩みがあれば、どんな小さなことだと思っても、
周りの友だちや家族、先生方に自分の思いや考えを話すこと、そして話を聴いた他者は、聴き、つなぎ、
もどしながら、ともに解決策を考えていく。令和８年も一人一人が聴き合うこと、誰にとっても相談しやす
い「安全・安心ブランド」を生徒・教職員で大切に守り育てていきましょう。
また、昨年度、よくお話しさせていただいた「最後まであきらめず粘り強くやり抜く」を大切にしてほし

いです。失敗を恐れず、挑戦し、何度でもあきらめず挑むことは、その行為・行動自体に大きな価値があ
り美しく爽やかです。あきらめず、やる抜くことは、これから大人となり社会人としてキャリアを重ねていく
皆さんを大きく成長させてくれる礎となります。３Ｃ「安全安心ブランド」の中でチャンスをみのかさずチ
ャレンジし、自分自身をチェンジしながら成長できる麻生中学校、どの学校にも決して負けない強さ、麻
生中学校の最大の武器である丁寧で落ち着いた営み、その強みを生かしながら３学期は、よりよい進
学・進級に向かうための最高の準備期間としてほしいです。
高校入試も学力診断テストもチーム戦です。決して孤独にならずにお互い支え励まし磨き合いなが

らチーム麻生中として自分のもっている力を最大限に発揮してほしいです。
令和８年が生徒・保護者・先生方にとって健康で、よい年となりますことをお祈りし式辞といたします。

～朝の登校支援～

１月８日（木）学校運営協議員、青少年相談員の皆さんに朝の登校支援を
行っていただきました。生徒は安全を確認しながら歩道を横断していました。ま
た、冬季休業中において生徒は事件や事故に巻き込まれることなく安全に過ご
すことができました。今後とも、学校運営協議員、青少年相談員の皆さんと連携
を密にしながら、生徒の安全確保に努めてまいります。
保護者の皆様におれましては、引き続き、生徒の安全な登下校の在り方、不

審者への対応の在り方、ＳＮＳ利用の在り方について見守りとともにお声かけを
お願いいたします。

冬休み中の職員の管理により、草花は枯れることなく、新学期、登校する生徒を
迎えることができました。寒さも厳しくなってきましたが、冬を越えて咲くパンジー
の花のように、うまくいかない日があっても一歩ずつ、力強く、たくましく、そして思
いやり（パンジーの代表的な花言葉は「思いやり」です）をもって成長し、それぞ
れの色の花を咲かせられるよう、保護者・地域の方々と連携しながら支援してま
いります。
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